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四 半 期 報 告 書

１ 本書は四半期報告書を金融商品取引法第27条の30の２に規定する開

示用電子情報処理組織(EDINET)を使用し提出したデータに目次及び頁

を付して出力・印刷したものであります。

２ 本書には、上記の方法により提出した四半期報告書に添付された四

半期レビュー報告書及び上記の四半期報告書と同時に提出した確認書

を末尾に綴じ込んでおります。
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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

回次
第101期

第２四半期
連結累計期間

第102期
第２四半期
連結累計期間

第101期

会計期間
自 平成28年４月１日
至 平成28年９月30日

自 平成29年４月１日
至 平成29年９月30日

自 平成28年４月１日
至 平成29年３月31日

売上高 (百万円) 56,599 57,962 120,124

経常利益 (百万円) 5,238 5,982 13,806

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(百万円) 3,259 4,071 9,223

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) △805 3,708 8,765

純資産額 (百万円) 92,613 100,053 99,421

総資産額 (百万円) 129,783 137,562 137,888

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 42.56 53.61 120.79

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 71.1 72.4 71.8

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 6,244 7,549 13,734

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △2,115 △3,018 △4,684

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △3,134 △3,107 △6,256

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(百万円) 32,589 36,457 35,270

回次
第101期

第２四半期
連結会計期間

第102期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成28年７月１日
至 平成28年９月30日

自 平成29年７月１日
至 平成29年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 32.80 39.98

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

４．第102期第２四半期連結累計期間の純資産額には、役員報酬ＢＩＰ信託及び従業員向け株式給付信託が保有

する当社株式が自己株式として計上されております。また、１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎と

なる普通株式の期中平均株式数は、当該株式を控除対象の自己株式に含めて算出しております。
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２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループにおいて営まれている事業の内容に重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。

なお、当第２四半期連結会計期間末における当社グループは、当社、連結子会社27社、非連結子会社３社及び持分

法適用関連会社１社により構成されております。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

(1) 経営成績の分析

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、海外は地政学リスクの高まりや欧米の政治・経済動向などに

不透明感が残るものの、引続き堅調な米国経済に加え、中国経済も持ち直しの動きをみせる中、国内では、株高や

好調な企業収益を背景に雇用環境や設備投資は底堅く、輸出が増加するなど、景気の回復基調は継続しているもの

と考えられます。

このような経営環境下にあって、当社グループは、本年４月よりスタートした新中期経営計画において、「100年

企業への2nd Stage －持続成長のための革新的価値創造－」を経営コンセプトに掲げ、日本、北米、欧州、アジア

４極各々の成長を目指し、またコスト削減活動やアマノ流働き方改革等を通じて経営体質の強化にも努めてまいり

ました。

この結果、当第２四半期連結累計期間の業績は、売上高は579億62百万円（前年同期比2.4％増）、営業利益56億

28百万円（同10.4％増）、経常利益59億82百万円（同14.2％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益40億71百万

円（同24.9％増）となり、増収増益となりました。

　

セグメント別の業績は、以下のとおりであります。

時間情報システム事業

当事業の売上高は、419億89百万円で、前年同期比11億59百万円の増収（2.8％増）となりました。事業部門別の

状況は以下のとおりであります。

・情報システム

　当事業部門は、国内では政府が推進する「働き方改革」を背景に、長時間労働の是正、生産性の向上、多様

な人材活用に向けた今後の企業の動向が注目されております。

　当社はこのような市場環境において、「HR（Human Resources）のアマノ」として就業・給与・人事の3in1

に入室・セキュリティを加え、システムの所有から利用までのトータルソリューション提案活動の強化に取り

組んでまいりました。

　当期の国内実績は、アマノ単体が前年同期に比べ、ハードウェアは２億３百万円減収（9.9％減）、ソフト

ウェアは５億21百万円増収（21.6％増）、メンテ・サプライは87百万円増収（4.7％増）となりました。ハー

ドウェアの減収は、前期の大口受注の反動によるもので、ソフトウェアの増収は中小規模向け

「TimePro-NX」、中堅・大規模向け「TimePro-VG」がともに受注が好調に推移したことによるものです。ク

ラウドサービスを展開するアマノビジネスソリューションズ社は引続き堅調に推移し増収となりました。

　海外の実績は、北米のアキュタイムシステムズ社、欧州のホロスマート社ともに増収となり、海外全体では

１億54百万円増収（前年同期比3.3％増）となりました。

　以上の結果、当事業部門の売上高は122億61百万円（前年同期比4.8％増）となりました。
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・時間管理機器

　当事業部門は、標準機の恒常的な需要や機能向上のニーズがある一方で、低価格化の動きは継続しておりま

す。

　当社はこのような市場環境において、使いやすさ向上と機能を強化したパソコン集計ソフト付タイムレコー

ダーの拡販に注力するとともに、ユーザークラブ（有償会員サービス）による顧客基盤の拡充に取り組んでま

いりました。

　当期の国内実績は、前年同期に比べ、新商品「TimeP@CK-iC Ⅳ CL」やタイムレコーダーの販売台数が増加

したものの輸出の減少により、全体では70百万円減収（4.8％減）となりました。また、海外の実績は、欧州

では横ばいも北米、アジアの減収により、海外全体では72百万円減収（前年同期比13.6％減）となりました。

　以上の結果、当事業部門の売上高は17億73百万円（前年同期比3.9％減）となりました。

・パーキングシステム

　当事業部門は、国内では駐車場運営の効率化や管理コストの削減、駐車場利用者への利便性向上、場内の安

全・安心の取り組みやインターネットとの連携等、駐車場経営に求められるニーズは益々多様化しております。

　当社はこのような市場環境において、大手駐車場管理会社との連携を一層強化するとともに、中小駐車場管理

会社には駐車場データセンターを介した各種サービスの提供などに注力してまいりました。また、システム機器

の機能・操作性の向上を図り、駐車場運営の効率化提案や駐車場利用者へのサービス向上提案の強化に加え、駐

輪場、セキュリティゲートシステム、有料道路等の新市場拡大にも取り組んでまいりました。

　当期の国内実績は、アマノ単体が小規模駐車場や駐輪場案件の減少により駐車場機器は92百万円減収（1.1％

減）、メンテ・サプライは59百万円減収（1.2％減）となりました。アマノマネジメントサービス社による運営

受託事業は順調に拡大し増収となり、受託車室数は前期末比32,800台増加（8.5％増）いたしました。

　海外の実績は、北米のアマノマクギャン社が減収となるも、アジアは韓国・香港の運営受託事業が順調に拡大

し増収となり、海外全体では６億44百万円増収（前年同期比7.7％増）となりました。

　以上の結果、当事業部門の売上高は279億55百万円（前年同期比2.5％増）となりました。

環境関連システム事業

当事業の売上高は、159億72百万円で、前年同期比２億２百万円の増収（1.3％増）となりました。事業部門別の

状況は以下のとおりであります。

・環境システム

当事業部門は、国内では設備投資が底堅く、海外では中国経済の持ち直しの動きもあり、事業環境は回復傾

向で推移しております。

　当社はこのような市場環境において、国内では自動車関連の企業を中心に汎用機の提案活動強化による需要

取り込みに注力するとともに、製薬・食品・化粧品市場での受注拡大に取り組んでまいりました。海外では日

系企業の投資動向を注視しながら、海外グループ会社との連携強化、エンジニアリング・販売・サービス体制

強化、さらには現地調達の拡大によるコスト競争力の向上を進めてまいりました。

　当期の国内実績は、アマノ単体が前年同期に比べ、汎用機は１億90百万円増収（5.6％増）、大型システム

は４億94百万円減収（15.3％減）、メンテ・サプライは１億15百万円増収（5.1％増）となりました。

　海外の実績は、メキシコが順調に推移し増収、アジアも中国経済の持ち直しに伴い回復を示し、海外全体で

は２億36百万円増収（前年同期比19.3％増）となりました。

　以上の結果、当事業部門の売上高は102億12百万円（前年同期比1.6％増）となりました。

・クリーンシステム

　当事業部門は、企業の清掃コスト削減の動きが継続する一方、ビルメンテナンス業界における作業員の人手

不足問題が顕在化しており、清掃作業の効率化と品質の向上を両立させる提案ニーズがさらに高まってきてお

ります。

　当社はこのような市場環境において、清掃ロボットによる新たな清掃手法と、安全性・操作性を向上した新

自動床面洗浄機「EGシリーズ」の拡販等により、企業の抱える清掃の課題に対して提案活動を強化してまいり
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ました。

　当期の国内実績は、アマノ単体が前年同期に比べ、新型洗浄機の売上増により清掃機器は45百万円増収

（4.7％増）、メンテ・サプライは21百万円減収（1.8％減）となりました。

　海外の実績は、北米は木材床研磨機器事業が堅調に推移し増収となり、海外全体では16百万円増収（前年同

期比0.5％増）となりました。

　以上の結果、当事業部門の売上高は57億59百万円（前年同期比0.8％増）となりました。
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（参考情報）

〔所在地別情報〕

(単位：百万円)

売上高 営業利益又は営業損失(△)

第２四半期累計期間
増減

増減率
（％）

第２四半期累計期間
増減

増減率
（％）平成29年

３月期
平成30年
３月期

平成29年
３月期

平成30年
３月期

日本 39,418 39,631 212 0.5 5,866 6,828 961 16.4

アジア 5,223 6,107 884 16.9 336 441 105 31.3

北米 9,332 9,183 △148 △1.6 324 △111 △436 ―

欧州 3,889 3,961 72 1.9 228 247 18 8.3

計 57,863 58,884 1,020 1.8 6,756 7,405 649 9.6

消去
又は全社

△1,263 △921 ― ― △1,657 △1,777 ― ―

連結 56,599 57,962 1,362 2.4 5,099 5,628 528 10.4

(注) １．国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

２．本邦以外の区分に属する主な国又は地域

(1)アジア……………シンガポール、タイ、マレーシア、インドネシア、韓国、中国、フィリピン

(2)北米………………アメリカ、カナダ、メキシコ

(3)欧州………………フランス、ベルギー、スペイン

〔海外売上高〕

(単位：百万円)

海外売上高
連結売上高に占める

海外売上高の割合（％）

第２四半期累計期間
増減

増減率
（％）

第２四半期累計期間
増減

平成29年
３月期

平成30年
３月期

平成29年
３月期

平成30年
３月期

アジア 5,365 6,070 704 13.1 9.5 10.5 1.0

北米 8,482 8,434 △47 △0.6 15.0 14.5 △0.5

欧州 3,797 3,843 45 1.2 6.7 6.6 △0.1

その他
の地域

645 782 137 21.3 1.1 1.4 0.3

計 18,291 19,130 839 4.6 32.3 33.0 0.7

連結売上高 56,599 57,962

(注) １．国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

２．本邦以外の区分に属する主な国又は地域

(1)アジア……………シンガポール、タイ、マレーシア、インドネシア、韓国、中国、フィリピン

(2)北米………………アメリカ、カナダ

(3)欧州………………フランス、ベルギー、スペイン

(4)その他の地域……中南米

３．海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。

決算短信（宝印刷） 2017年11月01日 16時49分 11ページ（Tess 1.50(64) 20170828_01）



― 8 ―

(2) 財政状態の分析

（資産）

当第２四半期連結会計期間末における総資産は、1,375億62百万円と前連結会計年度末に比べ３億26百万円減少い

たしました。これは主に、固定資産が投資有価証券やソフトウェア仮勘定の増加等により４億45百万円増加したも

のの、流動資産が受取手形及び売掛金の減少等により７億71百万円減少したことによるものであります。

　

（負債）

当第２四半期連結会計期間末における負債合計は、375億８百万円と前連結会計年度末に比べ９億59百万円減少い

たしました。これは主に、流動負債が支払手形及び買掛金や賞与引当金の減少等により３億32百万円減少し、また、

固定負債が長期借入金の減少等により６億26百万円減少したことによるものであります。

　

（純資産）

当第２四半期連結会計期間末における純資産合計は、1,000億53百万円と前連結会計年度末に比べ６億32百万円増

加いたしました。これは主に、その他の包括利益累計額が為替換算調整勘定の減少等により３億98百万円減少した

ものの、株主資本が親会社株主に帰属する四半期純利益の計上等により10億36百万円増加したことによるものであ

ります。

　

(3) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物の残高は、364億57百万円と前連結会計年度末に比べ11

億87百万円増加いたしました。当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は

次のとおりであります。

　

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動によるキャッシュ・フローは、75億49百万円（前年同期に比べ13億５百万円の収入の増加）となりまし

た。これは主に、仕入債務の減少額22億53百万円、法人税等の支払額20億62百万円等が計上されたものの、税金等

調整前四半期純利益62億30百万円、売上債権の減少額41億円等が計上されたことによるものであります。

　

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動によるキャッシュ・フローは、△30億18百万円（前年同期に比べ９億２百万円の支出の増加）となりま

した。これは主に、定期預金の払戻による収入35億93百万円が計上されたものの、定期預金の預入による支出36億

79百万円、有形固定資産の取得による支出13億91百万円等が計上されたことによるものであります。

　

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動によるキャッシュ・フローは、△31億７百万円（前年同期に比べ27百万円の支出の減少）となりまし

た。これは主に、セール・アンド・リースバックによる収入６億17百万円が計上されたものの、配当金の支払額22

億５百万円、自己株式の取得による支出８億29百万円等が計上されたことによるものであります。

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに

生じた課題はありません。

　

(5) 研究開発活動

当第２四半期連結累計期間の研究開発費の総額は６億15百万円であります。

なお、当第２四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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(6) 経営成績に重要な影響を与える要因

① 時間情報システム事業及び環境関連システム事業をグローバルに展開しておりますが、売上高及び営業利益へ

の貢献割合は時間情報システム事業が高くなっております。当社グループの業績において高い割合を有する時間

情報システム事業について、需要構造の激変、新市場の創出等により市場拡大が見込まれると予測された場合、

新たな競争相手の参入が予想されます。その場合、競争相手が当社を凌駕する革新的な製品やソリューションを

もって参入し、当社グループの市場優位性が低下し、業績に大きな影響を与える可能性があります。

② グローバルな事業展開に伴い、当社グループの業績は海外での取引を円換算する際に、為替相場の変動による

影響を受ける状況にあります。

③ システム・ソリューションの提案やASP・SaaSサービス、ホスティングサービス等のクラウドビジネスを展開す

る中で、顧客及び顧客からお預かりした個人情報等の機密情報を取扱っております。そのため、「情報セキュリ

ティ管理規程」に基づく安全管理措置の強化・徹底を図り、具体的には、ハードディスクや外部媒体の暗号化に

よる機密情報漏洩防止措置、定期的なe-learningによる社員教育等を実施しております。また、当社は平成26年

２月にプライバシーマークの認証を取得し、業務委託先の監督や社内規定の遵守徹底を図る等、情報セキュリテ

ィへの取組みについては万全を期しておりますが、予期せぬ事態によりそれら機密情報や個人情報の紛失、漏洩

が起きた場合には、信用の低下等により、当社グループの業績に影響を及ぼす可能性があります。

④ 大規模地震や風水害等の自然災害発生時には、人的・物的被害を受ける可能性があります。当社グループでは、

平時より災害時緊急連絡カードの常時携帯、緊急連絡網や安否確認システムの整備、基幹システムやファイルサ

ーバー等の外部データセンター移設、また緊急事態発生時における災害対策本部設置体制の整備等、必要な措置

を講じておりますが、販売拠点である営業所及び製造拠点である事業所の損壊や従業員の業務従事困難な状況の

発生により、事業活動が一時的に継続できなくなる可能性があります。

⑤ 日本をはじめ北米・欧州・アジア各地域においてグローバルな事業展開を行っております。展開先の国・地域

における独自の法令諸規則適用や政治変動による社会混乱、戦争・テロ発生等により、業務不能な状況となるこ

とも想定され、当社グループの業績に影響を及ぼす可能性があります。

(7) 経営者の問題認識と今後の方針について

当社は、「人と時間」「人と環境」の分野で新しい価値を創造し、安心・快適で健全な社会の実現に貢献するこ

とを経営理念としております。

この経営理念のもと、経営環境の変化に対応した最適なガバナンス体制を機軸に、既存事業の拡大に加え中長

期・グローバルな視点での新しい事業・市場を創出して持続成長を実現することにより企業価値の最大化を図りま

す。また、事業活動を通じて確保した適正な利益を継続的に還元して、「顧客、取引先、株主、社員、地域社会」

の全てのステークホールダーに信頼され評価される企業を目指してまいります。

本年４月からスタートした新中期経営計画では、「100年企業への2nd Stage －持続成長のための革新的価値創造

－」を経営コンセプトとして掲げ、「エリア別成長戦略」「経営基盤強化」「イノベーション創出」「ブランド価

値向上」の４つの重要課題を実行し、本計画の最終年度である平成32年３月期に売上高1,400億円以上、営業利益

160億円以上の業績達成を目指してまいります。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 185,476,000

計 185,476,000

② 【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成29年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成29年11月８日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 76,657,829 76,657,829
東京証券取引所
（市場第一部）

単元株式数は
100株であります。

計 76,657,829 76,657,829 ― ―

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高

(百万円)

平成29年７月１日～
平成29年９月30日

― 76,657,829 ― 18,239 ― 19,292
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(6) 【大株主の状況】

平成29年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(公財)天野工業技術研究所 浜松市北区細江町気賀7955－98 6,071 7.92

日本トラスティ・サービス
信託銀行(株)信託口

東京都中央区晴海１－８－11 5,911 7.71

第一生命保険(株) 東京都千代田区有楽町１－13－１ 4,000 5.21

日本生命保険(相) 東京都千代田区丸の内１－６－６ 3,743 4.88

NORTHERN TRUST CO. (AVFC) RE
SILCHESTER INTERNATIONAL
INVESTORS INTERNATIONAL
VALUE EQUITY TRUST
（常任代理人 香港上海銀行東京
支店）

50 BANK STREET CANARY WHARF LONDON
E14 5NT, UK
（東京都中央区日本橋３－11－１）

3,186 4.15

(株)みずほ銀行 東京都千代田区大手町１－５－５ 2,824 3.68

日本マスタートラスト信託銀行
(株)信託口

東京都港区浜松町２－11－３ 2,797 3.64

東京海上日動火災保険(株) 東京都千代田区丸の内１－２－１ 2,448 3.19

(株)三菱東京UFJ銀行 東京都千代田区丸の内２－７－１ 2,100 2.74

NORTHERN TRUST CO. (AVFC) RE
U.S. TAX EXEMPTED PENSION
FUNDS
（常任代理人 香港上海銀行東京
支店）

50 BANK STREET CANARY WHARF LONDON
E14 5NT, UK
（東京都中央区日本橋３－11－１）

1,934 2.52

計 ― 35,018 45.68

(注) １ 上記の所有株式数のうち、信託業務に係る株式数は、次のとおりであります。

日本トラスティ・サービス信託銀行(株) 5,911千株

日本マスタートラスト信託銀行(株) 2,797千株

２ 平成29年９月20日付で公衆の縦覧に供されている大量保有報告書（変更報告書）において、シルチェスタ

ー・インターナショナル・インベスターズ・エルエルピーが平成29年９月19日現在で以下の株式を所有して

いる旨が記載されているものの、当社として当第２四半期会計期間末における実質所有株式数の確認ができ

ませんので、上記大株主の状況には含めておりません。

なお、大量保有報告書（変更報告書）の内容は以下のとおりであります。

氏名又は名称 住所
保有株券等の数

(千株)
株券等保有割合

(％)

シルチェスター・インター
ナショナル・インベスター
ズ・エルエルピー

英国 ロンドン ダブリュー1ジェイ 6
ティーエル、 ブルトン ストリート
1、 タイムアンドライフビル5階

7,398 9.65

決算短信（宝印刷） 2017年11月01日 16時49分 15ページ（Tess 1.50(64) 20170828_01）



― 12 ―

(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成29年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式

608,400
― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

75,965,800
759,658 ―

単元未満株式
普通株式

83,629
― ―

発行済株式総数 76,657,829 ― ―

総株主の議決権 ― 759,658 ―

(注) １．「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式が31株含まれております。

２．「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、役員報酬ＢＩＰ信託及び従業員向け株式給付信託の信託財

産として保有する当社株式314,300株（議決権の数3,143個）を含めております。

② 【自己株式等】

平成29年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有

株式数の割合(％)

(自己保有株式)
アマノ株式会社

横浜市港北区大豆戸町
275番地

608,400 ― 608,400 0.79

計 ― 608,400 ― 608,400 0.79

(注) 役員報酬ＢＩＰ信託及び従業員向け株式給付信託の信託財産として保有する当社株式は、上記の自己保有株式

には含めておりません。

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成29年７月１日から平成

29年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成29年４月１日から平成29年９月30日まで）に係る四半期連結

財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成29年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 38,940 40,466

受取手形及び売掛金 33,710 ※1 29,475

有価証券 1,435 1,327

商品及び製品 3,753 4,265

仕掛品 477 749

原材料及び貯蔵品 5,227 5,473

繰延税金資産 1,889 1,845

その他 2,560 3,688

貸倒引当金 △357 △426

流動資産合計 87,638 86,866

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 10,892 10,728

機械装置及び運搬具（純額） 796 767

工具、器具及び備品（純額） 1,566 1,822

土地 7,125 7,121

リース資産（純額） 2,979 2,844

建設仮勘定 327 355

有形固定資産合計 23,689 23,639

無形固定資産

のれん 3,165 2,943

ソフトウエア 3,322 3,235

ソフトウエア仮勘定 2,989 3,328

その他 3,013 2,947

無形固定資産合計 12,490 12,454

投資その他の資産

投資有価証券 8,033 8,498

長期貸付金 10 10

破産更生債権等 415 496

差入保証金 1,142 1,231

長期預金 1,500 1,500

退職給付に係る資産 88 91

繰延税金資産 1,273 1,274

その他 2,035 1,989

貸倒引当金 △428 △490

投資その他の資産合計 14,070 14,601

固定資産合計 50,250 50,695

資産合計 137,888 137,562
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成29年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 7,629 6,051

電子記録債務 6,580 5,876

短期借入金 37 646

リース債務 1,391 1,357

未払法人税等 2,581 2,542

賞与引当金 2,204 2,070

役員賞与引当金 90 -

その他 11,719 13,357

流動負債合計 32,234 31,902

固定負債

長期借入金 469 -

長期未払金 21 64

リース債務 2,954 2,814

繰延税金負債 8 9

退職給付に係る負債 2,445 2,358

資産除去債務 31 31

その他 302 327

固定負債合計 6,233 5,606

負債合計 38,467 37,508

純資産の部

株主資本

資本金 18,239 18,239

資本剰余金 19,293 19,293

利益剰余金 65,075 66,941

自己株式 △1,059 △1,888

株主資本合計 101,548 102,585

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,934 1,937

為替換算調整勘定 △3,533 △4,040

退職給付に係る調整累計額 △986 △880

その他の包括利益累計額合計 △2,585 △2,983

非支配株主持分 458 452

純資産合計 99,421 100,053

負債純資産合計 137,888 137,562
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

売上高 56,599 57,962

売上原価 32,226 32,235

売上総利益 24,373 25,726

販売費及び一般管理費

販売費 17,346 18,153

一般管理費 1,928 1,945

販売費及び一般管理費合計 ※1 19,274 ※1 20,098

営業利益 5,099 5,628

営業外収益

受取利息 45 50

受取配当金 55 61

受取保険金 11 43

為替差益 - 5

持分法による投資利益 - 7

その他 236 240

営業外収益合計 349 408

営業外費用

支払利息 15 15

為替差損 160 -

外国源泉税 1 1

持分法による投資損失 8 -

その他 23 37

営業外費用合計 210 54

経常利益 5,238 5,982

特別利益

固定資産売却益 0 3

投資有価証券売却益 - 250

特別利益合計 0 253

特別損失

固定資産除却損 7 4

固定資産売却損 0 0

子会社清算損 24 -

特別損失合計 31 5

税金等調整前四半期純利益 5,207 6,230

法人税等 1,900 2,128

四半期純利益 3,306 4,102

非支配株主に帰属する四半期純利益 47 30

親会社株主に帰属する四半期純利益 3,259 4,071
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

四半期純利益 3,306 4,102

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △109 1

為替換算調整勘定 △4,102 △500

退職給付に係る調整額 99 105

持分法適用会社に対する持分相当額 0 △0

その他の包括利益合計 △4,112 △393

四半期包括利益 △805 3,708

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △800 3,672

非支配株主に係る四半期包括利益 △4 35
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(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 5,207 6,230

減価償却費 2,454 2,355

のれん償却額 381 316

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 39 58

貸倒引当金の増減額（△は減少） 15 133

受取利息及び受取配当金 △101 △111

持分法による投資損益（△は益） 8 △7

支払利息 15 15

為替差損益（△は益） △49 △16

固定資産売却損益（△は益） △0 △2

固定資産除却損 7 4

投資有価証券売却損益（△は益） - △250

子会社清算損益（△は益） 24 -

売上債権の増減額（△は増加） 3,975 4,100

たな卸資産の増減額（△は増加） △1,240 △1,142

仕入債務の増減額（△は減少） △1,796 △2,253

その他の流動負債の増減額（△は減少） 954 1,077

その他 △686 △1,079

小計 9,208 9,430

利息及び配当金の受取額 144 160

利息の支払額 △15 △15

法人税等の支払額 △3,093 △2,062

法人税等の還付額 0 35

営業活動によるキャッシュ・フロー 6,244 7,549

投資活動によるキャッシュ・フロー

有価証券の取得による支出 △1,000 △1,000

有価証券の償還による収入 1,100 1,050

有形固定資産の取得による支出 △1,325 △1,391

有形固定資産の売却による収入 17 19

無形固定資産の取得による支出 △1,284 △1,169

投資有価証券の取得による支出 △3 △664

投資有価証券の売却による収入 - 300

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得によ
る支出

△62 -

子会社の清算による収入 - 46

事業譲受による支出 - △168

貸付金の回収による収入 1 0

定期預金の預入による支出 △3,617 △3,679

定期預金の払戻による収入 4,069 3,593

その他 △10 42

投資活動によるキャッシュ・フロー △2,115 △3,018
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(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 - 158

短期借入金の返済による支出 △1,175 △17

自己株式の取得による支出 △1 △829

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △888 △790

セール・アンド・リースバックによる収入 1,116 617

配当金の支払額 △2,144 △2,205

非支配株主への配当金の支払額 △41 △41

財務活動によるキャッシュ・フロー △3,134 △3,107

現金及び現金同等物に係る換算差額 △1,130 △236

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △136 1,187

現金及び現金同等物の期首残高 32,725 35,270

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1 32,589 ※1 36,457
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【注記事項】

(継続企業の前提に関する事項)

該当事項はありません。

(連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更)

該当事項はありません。

(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。また見積

実効税率を使用できない場合は、税引前四半期純損益に一時差異に該当しない重要な差異を加減した上で、法定実

効税率を乗じて計算しております。

(追加情報)

(役員報酬ＢＩＰ信託及び従業員向け株式給付信託について)

当社および一部子会社では、中長期的な業績向上と企業価値の増大への貢献意欲を高めることを目的として、

取締役(社外取締役、国外居住者を除く。)および執行役員(国外居住者を除く。)を対象に役員報酬ＢＩＰ信託を、

また、一定の要件を満たした従業員を対象に従業員向け株式給付信託の制度を導入しております。

①取引の概要

　本制度は、当社が拠出する金銭を原資として信託を設定し、信託を通じて当社株式の取得を行い、対象者に給

付する仕組みであります。

　役員報酬ＢＩＰ信託については、取締役および執行役員に対し、株式交付規程に従って、その役位及び経営指

標に関する数値目標の達成度に応じて付与されるポイントに基づき、信託を通じて当社株式を交付する仕組みで

あります。

　従業員向け株式給付信託については、一定の要件を満たした従業員に対し、株式給付規程に従って、その役職

および業績等に応じて付与されるポイントに基づき、信託を通じて当社株式を給付する仕組みであります。

②信託に残存する自社の株式

　信託に残存する当社株式を、信託における帳簿価額（付随費用の金額を除く。）により、純資産の部に自己株

式として計上しております。

　自己株式の帳簿価額及び株式数

　 当第２四半期連結会計期間 827百万円、314,300株
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(四半期連結貸借対照表関係)

※１ 四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しております。

なお、当第２四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形が、

四半期連結会計期間末残高に含まれております。

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成29年９月30日)

受取手形 ― 249百万円

(四半期連結損益計算書関係)

※１ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
至 平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
至 平成29年９月30日)

賞与引当金繰入額 1,377百万円 1,413百万円

退職給付費用 582 〃 582 〃

給料及び手当 7,573 〃 8,003 〃

貸倒引当金繰入額 29 〃 174 〃

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※１ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次のとお

りであります。

前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
至 平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
至 平成29年９月30日)

現金及び預金 36,104百万円 40,466百万円

有価証券 1,375 〃 1,327 〃

計 37,479百万円 41,794百万円

預入期間が３か月を超える
定期預金

△3,890 〃 △4,236 〃

償還期間が３か月を超える
有価証券

△1,000 〃 △1,100 〃

現金及び現金同等物 32,589百万円 36,457百万円
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(株主資本等関係)

前第２四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年９月30日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年６月29日
定時株主総会

普通株式 2,144 28 平成28年３月31日 平成28年６月30日 利益剰余金

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日

後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年10月28日
取締役会

普通株式 1,761 23 平成28年９月30日 平成28年12月２日 利益剰余金

３．株主資本の著しい変動

該当事項はありません。

当第２四半期連結累計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年９月30日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年６月29日
定時株主総会

普通株式 2,205 29 平成29年３月31日 平成29年６月30日 利益剰余金

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日

後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年10月27日
取締役会

普通株式 1,749 23 平成29年９月30日 平成29年12月４日 利益剰余金

(注) 「配当金の総額」には、役員報酬ＢＩＰ信託及び従業員向け株式給付信託の信託財産として保有する当社株式

に対する配当金７百万円が含まれております。

３．株主資本の著しい変動

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連
結損益計
算書計上
額(注)２

時間情報
システム事業

環境関連
システム事業

計

売上高

外部顧客への売上高 40,830 15,769 56,599 ― 56,599

セグメント間の内部
売上高又は振替高

― ― ― ― ―

計 40,830 15,769 56,599 ― 56,599

セグメント利益 4,688 2,118 6,807 △1,708 5,099

(注) １ セグメント利益の調整額△1,708百万円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。全社

費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

　

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連
結損益計
算書計上
額(注)２

時間情報
システム事業

環境関連
システム事業

計

売上高

外部顧客への売上高 41,989 15,972 57,962 ― 57,962

セグメント間の内部
売上高又は振替高

― ― ― ― ―

計 41,989 15,972 57,962 ― 57,962

セグメント利益 5,115 2,334 7,450 △1,822 5,628

(注) １ セグメント利益の調整額△1,822百万円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。全社

費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

　

決算短信（宝印刷） 2017年11月01日 16時49分 27ページ（Tess 1.50(64) 20170828_01）



― 24 ―

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
至 平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
至 平成29年９月30日)

１株当たり四半期純利益金額 42円56銭 53円61銭

(算定上の基礎)

親会社株主に帰属する四半期純利益金額(百万円) 3,259 4,071

普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

普通株式に係る親会社株主に帰属する
四半期純利益金額(百万円)

3,259 4,071

普通株式の期中平均株式数(株) 76,589,144 75,945,020

(注) １．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．株主資本において自己株式として計上されている信託に残存する自社の株式は、１株当たり四半期純利益金

額の算定上、期中平均株式数の計算において控除する自己株式に含めております。

　１株当たり四半期純利益金額の算定上、控除した当該自己株式の期中平均株式数

　 当第２四半期連結累計期間104,767株

(重要な後発事象)

　該当事項はありません。

２ 【その他】

第102期(平成29年４月１日から平成30年３月31日まで)中間配当について、平成29年10月27日開催の取締役会におい

て、平成29年９月30日の株主名簿に記録された株主に対し、次のとおり中間配当を行うことを決議いたしました。

① 配当金の総額 1,749百万円

② １株当たりの金額 23円

③ 支払請求権の効力発生日及び支払開始日 平成29年12月４日

(注) 「配当金の総額」には、役員報酬ＢＩＰ信託及び従業員向け株式給付信託の信託財産として保有する当社株式

に対する配当金７百万円が含まれております。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

平成29年11月８日

アマノ株式会社

取締役会 御中

新日本有限責任監査法人

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 鈴 木 聡 ㊞

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 日 置 重 樹 ㊞

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているアマノ株式会社

の平成29年４月１日から平成30年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間(平成29年７月１日から平成29

年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成29年４月１日から平成29年９月30日まで)に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・

フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、アマノ株式会社及び連結子会社の平成29年９月30日現在の財政状

態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示してい

ないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以 上

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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【表紙】

【提出書類】 確認書

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の８第１項

【提出先】 関東財務局長

【提出日】 平成29年11月８日

【会社名】 アマノ株式会社

【英訳名】 Amano Corporation

【代表者の役職氏名】 代表取締役社長 津 田 博 之

【最高財務責任者の役職氏名】 該当事項はありません。

【本店の所在の場所】 横浜市港北区大豆戸町275番地

【縦覧に供する場所】 株式会社東京証券取引所

(東京都中央区日本橋兜町２番１号)

決算短信（宝印刷） 2017年11月01日 16時49分 33ページ（Tess 1.50(64) 20170828_01）



１ 【四半期報告書の記載内容の適正性に関する事項】

当社代表取締役社長 津田 博之 は、当社の第102期第２四半期（自 平成29年７月１日 至 平成29年９月30日）

の四半期報告書の記載内容が金融商品取引法令に基づき適正に記載されていることを確認いたしました。

　

２ 【特記事項】

確認に当たり、特記すべき事項はありません。
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